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 瀬
戸
内
海
沿
岸
部
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園
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領
・
賀
茂
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を
中
心
に―

 

　

 

  

小　
　

川　
　

弘　
　

和

は
じ
め
に

　

中
世
の
瀬
戸
内
海
は
、
対
外
交
易
の
窓
口
で
あ
る
博
多
と
畿
内
と
を
つ
な
ぐ
海
上
交
通
の
一
大
動
脈
で
あ
っ
た
。
網
野
善
彦
氏

は
、
河
合
正
治
氏
ら
の
研
究
〔
河
合
一
九
六
七
〕
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
沿
岸
部
に
は
石
清
水
八
幡
宮
・
賀
茂
別
雷
神
社
（
上
賀
茂
社
）
・

鴨
御
祖
神
社
（
下
賀
茂
社
）
・
西
園
寺
家
な
ど
の
所
領
荘
園
群
が
分
布
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
諸
権
門
に
編
成
さ
れ
た
海
民
ら
に
よ
っ

て
運
輸
・
交
易
が
担
わ
れ
て
い
た
と
論
じ
、
中
世
の
瀬
戸
内
海
像
を
明
確
に
示
し
た
〔
網
野
一
九
九
一
〕
。
こ
れ
ら
の
所
領
荘
園
は
、

平
氏
か
ら
院
御
厩
の
管
理
権
を
継
承
し
た
こ
と
を
契
機
に
所
領
を
形
成
し
た
西
園
寺
家

（
1
）

を
除
け
ば
、
お
お
む
ね
院
政
期
を
と
お
し

て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
院
政
期
の
瀬
戸
内
海
で
は
、
白
河
・
鳥
羽
院
政
期
を
と
お
し
て
平
氏
が
海
賊
追
討
を
梃
子
に
家
人
編
成
と
勢
力
扶
植
を

進
め
、
そ
れ
を
前
提
に
後
白
河
院
政
期
に
は
安
芸
国
の
厳
島
神
社
と
の
関
係
形
成
・
播
磨
国
五
箇
荘
の
立
荘
・
摂
津
国
八
部
郡

で
の
福
原
山
荘
設
営
や
輪
田
泊
修
築
な
ど
に
よ
る
制
海
権
の
掌
握
と
交
通
編
成
が
展
開
し
た
こ
と
も
周
知
の
事
実
で
あ
る
〔
島
田

一
九
七
四
な
ど
〕
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
平
清
盛
主
導
に
よ
る
高
倉
院
の
厳
島
社
参
詣
で
は
、
そ
の
途
上
で
上
賀
茂
社
領
の
室
泊
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な
ど
に
停
泊
し
て
い
る
よ
う
に
、
後
白
河
院
政
期
に
は
平
氏
の
制
海
権
の
も
と
に
、
諸
権

門
の
沿
岸
部
所
領
群
は
有
機
的
に
連
動
し
て
交
通
体
系
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
〔
山
内
一
九
九
一
〕
。

　

し
か
し
、
院
政
期
を
と
お
し
て
の
諸
権
門
の
所
領
形
成
・
海
民
編
成
が
、
平
氏
の
制
海

権
の
も
と
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
全
体
を
俯
瞰

し
つ
つ
検
討
し
た
作
業
は
、
管
見
の
限
り
み
あ
た
ら
な
い
。
幸
い
、
自
治
体
史
編
纂
の
進

展
と
、
そ
れ
も
踏
ま
え
た
成
果
で
あ
る
『
講
座
日
本
荘
園
史
』
（
吉
川
弘
文
館
）
の
完
結
は
、

都
道
府
県
別
・
旧
国
別
で
の
個
別
荘
園
の
基
礎
的
情
報
を
容
易
に
俯
瞰
で
き
る
状
況
を
用

意
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
安
芸
国
に
つ
い
て
、
平
氏
主
導
の
沿
岸
部
王
家
領
群
形
成
と
交

通
編
成
と
の
関
係
を
論
じ
た
畑
野
順
子
氏
の
研
究
〔
畑
野
二
〇
〇
五
〕
は
、
沿
岸
部
全
体
を

俯
瞰
す
る
際
に
も
格
好
の
導
き
の
糸
と
な
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
諸
権
門
の
う
ち
で
も
史
料
的
に
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
考
察

が
可
能
な
石
清
水
宮
領
と
上
・
下
賀
茂
社
領
に
つ
い
て
、
そ
の
分
布
と
形
成
過
程
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
平
氏
の
制
海
権
と
の
相
互
関
係
に
お
よ
ぼ
う
。
そ
こ
で
は
、

新
熊
野
社
領
が
一
定
の
役
割
を
演
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
石
清
水
宮
、
上
・
下
賀
茂

社
、
新
熊
野
社
の
沿
岸
部
所
領
に
つ
い
て
、
治
承
・
寿
永
内
乱
直
後
ま
で
に
成
立
し
て
い

た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
な
も
の
に
限
る
と
い
う
方
針
の
も
と
に
検
出
・
整
理
し
た
、
図
１

を
掲
げ
て
お
く

（
2
）

。
そ
れ
を
概
観
す
れ
ば
、
石
清
水
宮
、
上
・
下
賀
茂
社
と
も
に
、
院
政
期

の
う
ち
に
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
に
ほ
ぼ
ま
ん
べ
ん
な
く
所
領
を
形
成
し
た
こ
と
が
確
認
で
き

図１　院政期瀬戸内海沿岸の諸荘園
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る
。
ま
た
両
者
の
所
領
は
お
お
む
ね
互
い
を
避
け
る
か
の
よ
う
に
分
布
し
、
同
一
地
域
を
め
ぐ
る
直
接
の
競
合
も
避
け
ら
れ
た
ご

と
く
で
あ
る
。
く
わ
え
て
現
存
史
料
に
よ
る
限
り
、
石
清
水
宮
領
の
ほ
う
が
稠
密
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
こ
れ

を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
な
検
討
に
入
ろ
う
。

一　

石
清
水
八
幡
宮
領
の
様
相

　

院
政
期
の
石
清
水
八
幡
宮
領
に
関
す
る
基
本
的
史
料
と
し
て
は
、
延
久
荘
園
整
理
令
に
よ
っ
て
三
十
四
ヶ
所
の
う
ち
二
十
一
ヶ

所
の
存
続
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
α
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
九
月
五
日
「
太
政
官
牒
」
（
石
清
水
田
中
家
文
書
、
平
一
〇
八
三
）
、
宮

寺
別
当
兼
極
楽
寺
院
主
・
法
印
勝
清
の
申
請
に
も
と
づ
き
宮
寺
領
・
極
楽
寺
領
を
安
堵
し
た
β
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
十
二
月
三

日
「
官
宣
旨
」
（
石
清
水
文
書
、
平
二
九
五
九
）
、
山
陽
道
・
山
陰
道
に
地
域
は
限
定
さ
れ
る
が
同
じ
く
宮
寺
領
・
極
楽
寺
領
に
対
す
る

幕
府
軍
の
狼
藉
停
止
を
命
じ
た
γ
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
正
月
九
日
「
源
頼
朝
下
文
案
」
（
石
清
水
文
書
、
平
四
二
二
七
）
、
法
塔
院
主
・

法
印
成
清
の
申
請
に
も
と
づ
き
法
塔
院
領
を
安
堵
し
た
δ
承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
十
二
月
十
二
日
「
官
宣
旨
」（
石
清
水
八
幡
宮
記
録
一
、

平
三
五
八
三
）
が
あ
り
、
ま
た
他
に
個
別
所
領
に
つ
い
て
の
若
干
の
史
料
が
残
る
。
図
１
と
の
対
照
を
と
り
つ
つ
、
こ
れ
ら
に
拠
っ

て
作
成
し
た
表
１
に
そ
く
し
て
論
じ
て
い
こ
う
。

　

こ
れ
ら
の
所
領
は
、
α
に
み
ら
れ
る
も
の
が
摂
関
期
の
う
ち
の
成
立
、
β
に
み
ら
れ
る
も
の
が
鳥
羽
院
政
期
末
ま
で
の
成
立
、

β
に
は
な
く
γ
の
み
に
み
ら
れ
る
も
の
が
後
白
河
院
政
期
の
成
立
と
大
別
で
き
よ
う
。
ま
た
δ
に
つ
い
て
は
、
α
に
み
え
る
薗
財

荘
（
表
１―

③
）
以
外
は
こ
の
文
書
が
初
見
で
あ
り
、
院
政
期
の
う
ち
い
つ
の
成
立
か
の
推
定
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
通
観
す
る
と
、
摂
関
期
の
う
ち
の
成
立
は
ほ
ぼ
紀
伊
国
に
限
定
さ
れ
、
ま
た
後
白
河
院
政
期
の
成
立
と
考
え
う
る
も
の

は
淡
路
国
鳥
飼
荘
（
⑥
）
・
備
前
国
肥
土
荘
（
⑬
）
・
周
防
国
遠
石
別
宮
（
⑲
）
の
み
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
大
半
は
白
河
・
鳥
羽
院
政

期
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち
播
磨
国
赤
穂
荘
（
⑩
）
は
、
も
と
は
同
国
垂
水
・
栗
生
両
荘
と
と
も
に
東
大
寺
領
だ
っ

瀬戸内海沿岸部の荘園制と平氏(192)
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た
が
、
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
に
こ
れ
ら
の

替
地
と
し
て
丈
部
郷
田
地
荒
野
一
処
の
立

券
が
さ
れ
て
お
り
（
応
保
二
年
五
月
一
日
「
官
宣
旨

案
」
東
南
院
文
書
五
ノ
十
三
、
平
三
二
一
八
）
、
い
っ

た
ん
国
衙
領
に
さ
れ
た
後
に
、
石
清
水
宮
領

と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
鳥
羽
院

政
期
の
成
立
で
あ
る
。
ま
た
安
芸
国
呉
保

（
⑯
）
に
つ
い
て
丹
念
に
検
討
し
、
十
一
世
紀

末
・
十
二
世
紀
初
頭
頃
に
原
型
が
成
立
し
た

も
の
の
、
鳥
羽
院
領
・
安
摩
荘
に
包
摂
さ
れ

た
後
に
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
ま
で
に
宮
領

と
し
て
分
出
・
独
立
し
た
も
の
と
推
定
し
た

下
向
井
龍
彦
氏
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
石

清
水
八
幡
宮
寺
領
は
、
白
河
・
鳥
羽
院
政

期
、
と
り
わ
け
鳥
羽
法
皇
と
結
合
し
た
別
当

光
清
の
社
領
拡
張
政
策
に
よ
っ
て
十
二
世
紀

前
半
に
爆
発
的
に
増
加
し
て
い
っ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。」
と
総
括
し
て
い
る
〔
下
向
井

一
九
八
九
〕
。

表１　院政期の瀬戸内海沿岸部石清水領表１　院政期の瀬戸内海沿岸部石清水領
№ 荘名 国 成立 初見 保元３ 元暦３ 承安元 備考 典拠
① 芳養荘 紀伊 958 1072 ○ － － 1008 年国免 平 1083
② 切目荘 〃 1072 × － － 鎌倉期には宣陽門院領 〃
③ 薗財荘 〃 1035 1072 － － ○ 1037 年国免 〃
④ 衣奈荘 〃 981 1072 ○ － － 〃
⑤ 炬口荘 淡路 1143 ○ ○ － 平 2519
⑥ 鳥飼荘 〃 1185 × ○ － 平 4227
⑦ 今福荘 播磨 1171 － － ○ 平 3583
⑧ 松原荘 〃 1000 ○ ○ － 平 492
⑨ 継荘 〃 1158 ○ ○ － 平 2959
⑩ 赤穂荘 〃 1158 ○ ○ － 元東大寺領、1147 年は国衙領 〃
⑪ 牛窓別宮 備前 1158 ○ ○ － 〃
⑫ 片岡別宮 〃 1000 ○ ○ － 初見は荘 平 492
⑬ 肥土荘 〃 1178 × ○ － 平 3833
⑭ 藁江荘 備後 1171 － － ○ 平 3583
⑮ 椙原別宮 〃 1096 1158 ○ ○ － 初見は保 宮伝
⑯ 呉保 安芸 1158 ○ ○ － 鳥羽院領・安摩荘に包摂後 平 2959

独立→ 12 世紀初頃成立か
⑰ 室積保 周防 1171 － － ○ 平 3583
⑱ 末武保 〃 1187 × × － 鏡文治 3.4.23
⑲ 遠石別宮 〃 1176 × ○ － 平 3765
⑳ 埴生荘 長門 1171 － － ○ 平 3583
㉑ 萱島荘 阿波 1158 ○ － － 白河院政期に遡るか 平 2959
㉒ 鴨部荘 讃岐 1137 × － － 観音堂領 平 2369
㉓ 牟礼荘 〃 1158 ○ － － 平 2959
㉔ 草木荘 〃 1158 ○ － － 〃
㉕ 石城島 伊予 1158 ○ － － 〃

生名島
佐島

㉖ 玉生荘 〃 1171 － － ○ 平 3583
㉗ 伊美荘 豊後 1186 × － － 弥勒寺領。多くは 11 世紀成立 鎌 85
〔凡例〕№：図１に対応
　　　　保元３：同年（1158）に官宣旨で安堵の宮寺・極楽寺領〈平 2959 ＝本文のβ〉
　　　　元暦２：同年（1185）に頼朝安堵の宮寺・極楽寺領〈平 4227 ＝本文のγ〉
　　　　承安元：同年（1171）に官宣旨で安堵の法塔院領〈平 3583 ＝本文のδ〉
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宮
領
に
は
わ
ず
か
だ
が
摂
関
期
に
初
見
す
る
も
の
（
⑧
・
⑫
）
も
あ
る
が
、
他
の
多
く
は
白
河
・
鳥
羽
ど
ち
ら
の
時
期
か
確
定
は

で
き
な
い
。
ま
た
下
向
井
氏
自
身
も
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
に
八
幡
神
人
が
備
中
国
運
上
物
の
奪
取
を
理
由
に
捕
縛
さ
れ
た
事
実

（『
中
右
記
』
同
年
三
月
四
日
・
五
月
二
十
四
日
条
）
か
ら
、
石
清
水
宮
に
よ
る
海
民
の
神
人
と
し
て
の
編
成
や
、
そ
れ
と
連
動
し
た
沿
岸
部

所
領
の
形
成
が
、
白
河
院
政
期
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
呉
保
の
原
型
形
成
も
そ
れ
に
ひ
き
つ
け
て
い
る
。
す
る

と
宮
領
が
鳥
羽
院
政
期
に
「
爆
発
的
に
増
大
」
し
た
と
ま
で
い
え
る
か
は
躊
躇
わ
れ
る
。
た
だ
し
白
河
院
政
期
の
所
領
形
成
活
動

を
前
提
に
、
鳥
羽
院
政
期
に
は
そ
の
増
大
を
み
た
と
い
う
点
で
、
そ
の
理
解
は
お
お
む
ね
首
肯
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
摂
関
期
の
う
ち
に
成
立
し
た
紀
伊
国
の
所
領
群
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
参
照
す
べ
き
は
、
阿
波
国
萱
島
荘
（
㉑
）
に
つ
い

て
の
久
留
島
典
子
〔
久
留
島
一
九
九
六
〕
・
福
家
清
司
両
氏
の
研
究
〔
福
家
一
九
九
七
・
二
〇
〇
四
〕
で
あ
る
。
ま
ず
久
留
島
氏
は
、
十
世
紀

末
に
成
立
し
紀
伊
・
大
和
・
河
内
三
国
の
国
境
を
お
さ
え
る
要
衝
の
位
置
に
あ
っ
た
宮
領
・
紀
伊
国
隅
田
荘
を
本
拠
と
す
る
隅
田

氏
の
一
族
が
、
鎌
倉
期
初
頭
に
萱
島
荘
下
司
職
・
惣
公
文
職
を
有
し
て
い
る
こ
と
（
正
治
二
年
二
月
十
日
「
石
清
水
八
幡
宮
寺
政
所
下
文
」
隅

田
家
文
書
、
鎌
一
一
〇
七
な
ど
）
や
、
興
福
寺
東
金
堂
油
寄
人
と
な
り
熊
野
別
当
湛
増
と
も
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
（『
雑
筆
要
集
』
院
庁

御
下
文
書
様
五
・
六
）
な
ど
か
ら
、
隅
田
氏
は
紀
ノ
川
流
域
だ
け
で
な
く
紀
伊
水
道
や
瀬
戸
内
海
の
水
運
と
も
深
く
か
か
わ
る
存
在
だ
っ

た
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
福
家
氏
は
、
萱
島
荘
は
港
津
部
か
ら
成
立
し
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
地
域
に
所
在
し
、
鎌

倉
後
期
か
ら
活
動
明
証
の
あ
る
大
山
崎
油
座
神
人
の
拠
点
で
あ
っ
た
石
清
水
別
宮
の
成
立
も
、
平
安
後
期
に
遡
る
と
思
わ
れ
る
こ

と
。
隅
田
氏
一
族
の
萱
島
荘
下
司
職
・
惣
公
文
職
は
鎌
倉
期
初
頭
に
は
他
氏
に
奪
わ
れ
て
お
り
訴
訟
の
う
え
で
回
復
さ
れ
た
が
、

そ
の
過
程
で
「
先
祖
相
伝
之
職
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
正
治
二
年
正
月
日
「
藤
原
為
教
譲
状
」
隅
田
家
文
書
、
鎌
一
一
〇
六
）
。
隅
田
荘
・

萱
島
荘
が
と
も
に
宮
領
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
萱
島
荘
は
平
安
後
期
に
紀
伊
・
阿
波
両
国
を
む
す
ぶ
大
山
崎
油
座
神
人
の
活
動
の
展

開
の
な
か
で
成
立
し
、
そ
の
開
発
は
石
清
水
宮
に
登
用
さ
れ
た
隅
田
氏
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
石
清
水
八
幡
宮
と
隅
田
氏
一
族
と
は
連
携
し
て
紀
伊
国
隅
田
荘―

紀
伊
川―

瀬
戸
内
海―

阿
波
国
間
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の
水
上
交
通
を
編
成
・
掌
握
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
明
証
は
欠
く
も
の
の
、
紀
伊
国
沿
岸
部
所
領
群
に
も
隅
田
氏
の
関

与
は
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
成
立
が
十
一
世
紀
末
ま
で
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
萱
島
荘
の
成
立
も
白
河
院
政

期
に
遡
ら
せ
て
よ
い
と
思
う
。

　

一
方
、
石
清
水
八
幡
宮
に
つ
い
て
は
十
一
世
紀
前
半
に
、
豊
前
出
身
の
宇
佐
八
幡
宮
弥
勒
寺
講
師
・
元
命
が
摂
関
家
と
む
す
ん

で
石
清
水
宮
別
当
職
を
え
て
、
石
清
水
・
弥
勒
寺
が
一
体
化
し
た
権
門
と
し
て
の
八
幡
宮
寺
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
。
九
州
各
地

に
所
在
す
る
弥
勒
寺
所
領
・
末
寺
末
社
の
多
く
が
、
そ
の
頃
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
〔
飯
沼
二
〇
〇
四
〕
。
博

多
近
傍
の
交
易
セ
ン
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
筥
崎
宮
の
末
社
化
は
こ
の
頃
（
治
安
四
年
四
月
十
五
日
「
大
宰
府
符
」
石
清
水
田
中
家
文
書
、
平

四
九
一
八
）
で
あ
る
し
、
史
料
上
の
初
見
は
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
に
降
り
（
同
年
四
月
十
三
日
「
後
白
河
院
庁
下
文
案
」
豊
前
益
永
家
記
録
、
鎌

八
五
）
成
立
時
期
の
明
証
は
欠
く
も
の
の
、
宇
佐
宮
・
弥
勒
寺
に
近
い
豊
後
国
伊
美
荘
（
㉗
）
の
成
立
も
こ
の
時
期
で
あ
る
可
能
性

が
高
か
ろ
う
。

　

以
上
か
ら
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
の
石
清
水
宮
領
は
、
ま
ず
紀
伊―

四
国
東
岸
間
と
九
州
と
い
う
そ
の
両
端
を
お
さ
え
て
、
そ
れ
を

足
が
か
り
に
順
次
そ
の
間
を
つ
な
ぐ
か
た
ち
で
展
開
し
て
い
っ
た
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
概
要
は
鳥
羽
院
政
期

末
期
ま
で
に
は
固
ま
っ
て
い
た
。
た
だ
し
安
芸
国
呉
保
（
⑯
）
が
、
安
摩
荘
に
包
摂
さ
れ
た
た
め
に
複
雑
化
し
た
権
益
を
め
ぐ
る

紛
争
を
、
保
元
新
制
を
契
機
と
し
て
、
安
摩
荘
領
家
職
が
平
頼
盛
・
安
芸
国
が
平
氏
知
行
国
で
あ
る
と
い
う
状
況
の
も
と
で
、
平

氏
を
軸
に
調
停
・
清
算
し
て
確
立
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
〔
下
向
井
一
九
八
九
〕
。
播
磨
国
今
福
荘
（
⑦
）
が
、
仁
安
二
年

（
一
一
六
七
）
に
平
清
盛
が
え
た
印
南
野
大
功
田
を
基
礎
に
形
成
さ
れ
た
五
箇
荘
に
包
摂
さ
れ
た
こ
と
〔
石
田
一
九
八
九
〕
。
内
陸
部
の
所

領
だ
が
保
元
年
間
に
は
石
清
水
領
と
し
て
所
見
す
る
安
芸
国
三
入
保
が
、
永
暦
・
応
保
年
間
頃
に
新
熊
野
社
に
寄
せ
ら
れ
て
三
入

荘
と
な
り
、
そ
の
倉
敷
が
沿
岸
部
に
設
定
さ
れ
た
例
〔
田
村
一
九
七
八
〕
な
ど
か
ら
推
す
に
、
他
権
門
と
の
利
害
調
整
の
う
え
で
の

権
益
の
確
立
・
秩
序
化
は
、
後
白
河
院
政
期
に
平
氏
の
関
与
の
も
と
に
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
後
に
検
討
し
よ
う
。
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二　

上
・
下
賀
茂
社
領
の
様
相

１　

「
賀
茂
社
古
代
荘
園
御
厨
」
に
み
る
下
賀
茂
社
領

　

平
安
遷
都
を
機
に
都
市
神
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
両
賀
茂
社
は
朝
廷
・
貴

族
の
崇
敬
の
も
と
に
保
護
を
う
け
、
行
幸
な
ど
の
機
会
に
行
わ
れ
た
封

戸
・
社
領
等
の
施
入
も
、
お
お
む
ね
上
・
下
社
同
時
に
行
わ
れ
た
。
こ

の
う
ち
上
賀
茂
社
領
に
つ
い
て
は
、
岡
田
荘
司
氏
の
検
出
作
業
〔
岡
田

一
九
六
八
〕
を
踏
ま
え
て
成
立
過
程
を
検
討
し
た
、
須
磨
千
穎
氏
の
研
究
〔
須

磨
一
九
七
〇
〕
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
宮
彰
子
の
願
に
発
す
る
子
息
・

一
条
天
皇
の
即
位
実
現
へ
の
報
恩
と
し
て
の
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
の
山

城
国
愛
宕
郡
境
内
諸
郷
寄
進
は
、
官
に
よ
る
修
理
を
と
ど
め
る
か
わ
り
に

社
の
修
理
料
に
あ
て
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
り
、
上
・
下
賀
茂
社
の
中
世
的

所
領
・
経
営
体
制
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）

堀
河
天
皇
の
夢
想
に
よ
り
御
膳
御
供
田
と
し
て
上
・
下
社
そ
れ
ぞ
れ
に

六
〇
〇
余
町
の
諸
国
不
輸
田
と
御
厨
が
施
入
さ
れ
た
（『
百
練
抄
』
寛
治
四
年

七
月
十
三
日
条
）
。

　

賀
茂
社
領
は
上
・
下
社
と
も
、
こ
の
御
供
料
と
し
て
寄
進
さ
れ
た
荘

園
・
御
厨
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
院
政
期
を
と
お
し
て
増
加
が
は
か
ら
れ
た
。

た
だ
し
後
述
す
る
摂
津
国
長
洲
御
厨
を
別
と
す
れ
ば
、
個
別
所
領
に
つ
い

て
の
平
安
・
鎌
倉
期
の
史
料
は
乏
し
く
、
以
下
に
言
及
す
る
所
領
リ
ス
ト

表２　院政期の瀬戸内海沿岸部上・下賀茂社領表２　院政期の瀬戸内海沿岸部上・下賀茂社領
№ 荘名 国 寛治 4 寿永 3 備考
❶ 紀伊浜御厨 紀伊 ○ ○ 下社領→上社領
❷ 深日荘 和泉 ○
❸ 箱作荘 〃 ○
11 長洲御厨 摂津 × － 1084 年に東大寺領猪名荘から分立 (平 1660)
❹ 生穂荘 淡路 － ○ 中右記保安 1(1120).4.6 条にみゆ
12 伊保崎御厨 播磨 ○ －
❺ 室御厨 〃 － ○

塩屋御厨
13 富田荘 備中 ○ －
❻ 都宇・ 安芸 ○ ○ 下社領→上社領

竹原荘 都宇荘は平安末に竹原荘の新荘として成立
14 佐河・ 周防 ○ －

牛島御厨
❼ 伊保荘 〃 － ○ 1152 年にみゆ (平 2763)
❽ 竈戸関 〃 － ○ 966 年「長島・仲河・小江・竈門四箇御厨」とみゆ (平 290)
15 葛原荘 讃岐 ○ －
❾ 佐方保 伊予 △ ○ 「伊予国内海」「讃岐国内海」の発展？
10 菊万荘 伊予 △ ○ 同上、鳥羽院政期には存在 (鎌 50862)
〔凡例〕№：図１に対応
　　　　寛治 4：同年（1090）寄進とされる下賀茂社領
　　　　寿永 3：同年（1184）の頼朝による安堵にみえる上賀茂社領
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類
か
ら
、
お
お
ま
か
に
成
立
時
期
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
ら
に
拠
っ

て
検
出
し
た
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
所
領
を
、
表
２

に
示
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
下
社
領
に
つ
い
て
は
、
社
家
の
一
流
・

泉
亭
家
に
伝
わ
っ
た
「
賀
茂
社
古
代
荘
園
御
厨
」

な
る
史
料
が
存
在
す
る

（
3
）

。
そ
の
概
要
は
表
３
に

整
理
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）

に
「
関
東
之
台
命
」
に
よ
り
下
社
領
に
関
す
る

古
文
書
を
整
理
・
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
な
か
に
は
α
寛
治
四
年
に
寄
進
さ
れ
た
荘
園
・

御
厨
の
リ
ス
ト
（
表
３―

⑧
）
お
よ
び
、
β
室
町
期

頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
荘
園
・
御
厨
リ
ス
ト
（
①
）

が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

両
リ
ス
ト
は
後
世
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
社

伝
文
書
等
に
も
と
づ
き
作
成
さ
れ
た
、
お
お
む

ね
信
頼
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
α
の
う
ち
土
佐
国
津
野
荘
は
、
本
来
の
寄
進

地
は
同
国
潮
江
荘
だ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
康
和

表３　「賀茂社古代荘園御厨」の内容表３　「賀茂社古代荘園御厨」の内容
№ 項目名 内容 翻刻
① 賀茂御祖皇大神宮諸国庄園 室町期頃の荘園・御厨一覧 『南北朝遺文』中国

　四国編 1487 号
② 皇大神宮神地官符写 承和 11(844).12.20 官符。上・下社への膝下地神戸・神人寄進 ＊『類聚三代格』1 に

　同官符あり
③ 御祖神宮四箇郷官符写 寛仁 2(1018).11.25 官符。上社への山城国愛宕郡加茂郷・小野 ＊『類聚符宣抄』1 に

郷・錦部郷・大野郷、下社への山城国愛宕郡蓼倉・栗栖野・栗 　同官符あり
田・出雲郷寄進

④ 夏季御神楽料所 応永 2(1395).3.10 奉書。越中国寒江荘別納 『古事類苑』神祇部 11
『大日本史料』7-1

⑤ 冬季御神楽料所 出雲国安来荘、元暦 2(1185).1.22 頼朝寄付 (吾妻鏡) の旨記す
⑥ 御蔭料所 長享 2(1488).3.21 奉書。加賀国開発荘
⑦ 夏冬御神服料所 ⓐ丹波国小野荘・賀茂荘、元永 2(1119).12.5 に「丹波御庄」を料 『古事類苑』神祇部 11

　所に、禰宜惟季の時「加美乃庄」を充てたことを記す。
ⓑ美濃国梅原荘、文明 3(1471).5 代官注進 (『古事類苑』神祇部 11
　「賀茂御祖大神宮諸国神戸記」) を引く

⑧ 日供料 寛治 4(1090).7.13 寄進の荘園 19・御厨 9 を列挙 『大日本史料』3-1
⑨ 御祈祷料所 文明 15(1483).10.11 奉書。安芸国都宇・竹原荘 『古事類苑』神祇部 11
⑩ 年中御修補料 延文 5(1360).9.27 綸旨。山城国興行田畠山林 『大日本史料』6-23
⑪ 楽田 天正 8(1580).6.13 奉書。丹後国氷室荘 『古事類苑』神祇部 11
⑫ 袮宜職料 明徳 4(1393).7.13 日野資教御教書。越中国寒江・倉垣荘 『大日本史料』7-1
⑬ 被下泉亭家料 讃岐国鴨郷、建長 6(1254).10.28 宣旨で寄進の旨記す
⑭ 右之外綸旨院宣文書類 ⓐ天永 2(1111). 上社備後 5・阿波 5、下社尾張 5・美作 5 烟寄進状

ⓑ正平 6(1351).8.7 赤松則祐禁制。塩屋荘 『大日本史料』6-15
ⓒ延文 5(1360).12.25 綸旨。近江国邇保荘・越中国倉垣荘保証 『古事類苑』神祇部 11

『大日本史料』6-23
ⓓ康安 2(1362).1.3 綸旨。邇保荘・倉垣荘・丹波国三和荘上司職、
　備中国富田荘内安元名下司職、山城国猪熊荘・美濃国席田荘・
　近江国高島荘収納使保証
ⓔ康安 5(1365).2.5 院宣。因幡国土師荘上司職等保証
ⓕ応安 5(1372).9.8 地頭備前守繁高契状。土佐国津野本荘所務職 『古事類苑』神祇部 11
ⓖ文明 12(1480).12.29 按察使殿御教書。備中国富田新荘・戸見保、
　山城国新田・猪熊荘・敷地譲与安堵
ⓗ長享 2(1488).3.18 綸旨。寒江荘内針原村・寺地分当知行安堵
ⓘ明応 7(1498).12.27 連署奉書。社辺・近領保証
ⓙ永禄 4(1561).9.29 連署奉書。所々散在当知行保証
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地
震
で
水
没
し
た
た
め
に
、
替
地
に
充
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
年
月
日
欠
「
官
宣
旨
」
広
橋
本
『
兼
仲
卿
記
』

紙
背
文
書
）〔
下
村
一
九
七
二
〕
。
こ
こ
か
ら
、
α
は
寛
治
四
年
当
初
の
ま
ま
で
は
な
い
が
、
種
々
の
相
応
に
確
か
な
材
料
に
も
と
づ
い

て
改
訂
・
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
β
も
同
様
に
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

表
４
は
、
α
・
β
に
も
と
づ
き
、
膝
下
の
山
城
国
を
除
く
全
国
の
下
社
領
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
α
に
挙
げ
ら
れ
る
も

の
を
別
に
す
れ
ば
、
個
別
史
料
か
ら
成
立
な
い
し
初
見
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
は
少
な
い
が
、
そ
れ
が
判
明
す
る
も
の
は
ほ
ぼ

す
べ
て
院
政
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
的
趨
勢
か
ら
も
鎌
倉
期
以
降
の
寄
進
・
開
発
は
少
な
い
か
ら
、
β
の
殆
ど
は
院
政

期
の
成
立
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
α
と
β
の
間
で
は
所
領
数
が
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
か
ら
、
下
社
領
は
寛
治
四
年
の

寄
進
所
領
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
院
政
期
を
と
お
し
て
増
加
し
て
い
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

　

た
だ
し
表
２
・
表
４
を
対
照
し
て
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
の
所
領
群
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
寛
治
四
年
の
寄
進

所
領
、
し
か
も
御
厨
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
寛
治
四
年
に
設
定
さ
れ
た
御
厨
の
多
く
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
域
や
そ
の

延
長
域
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
畿
内
へ
の
接
続
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
に
お
け
る
贄
の
確
保
と
い
う
明
確
な
意
図
を
み
い

だ
せ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
の
海
民
編
成
が
、
同
時
に
瀬
戸
内
海
の
交
通
編
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

つ
ま
り
下
社
に
よ
る
瀬
戸
内
海
交
通
の
編
成
は
、
院
政
期
初
頭
に
飛
び
飛
び
な
が
ら
沿
岸
部
全
域
を
つ
な
ぐ
か
た
ち
で
一
斉
に
寄

せ
ら
れ
た
御
厨
群
を
基
礎
と
し
て
、
院
政
期
を
と
お
し
て
そ
の
内
実
を
充
実
さ
せ
て
い
く
か
た
ち
で
展
開
し
た
も
の
と
み
な
せ
る

の
で
あ
る
。

　

一
方
、
上
社
領
に
つ
い
て
は
、
幕
府
軍
に
よ
る
狼
藉
を
禁
じ
た
、
寿
永
三
年
（
一
一
八
三
）
四
月
二
十
四
日
「
源
頼
朝
下
文
案
」
（
賀

茂
別
雷
神
社
文
書
、
平
四
一
五
五
）
が
、
四
十
二
ヶ
所
に
お
よ
ぶ
院
政
期
を
と
お
し
て
形
成
さ
れ
た
所
領
を
ほ
ぼ
網
羅
的
に
示
し
て
く
れ

る
も
の
だ
が
、
下
社
領
の
よ
う
な
寛
治
四
年
寄
進
所
領
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
個
々
の

所
領
に
つ
い
て
の
個
別
史
料
も
乏
し
い

（
4
）

。
し
か
し
寛
治
四
年
の
寄
進
に
際
し
て
は
上
・
下
社
と
も
に
六
〇
〇
余
町
と
ほ
ぼ
同
数
を
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表４　「賀茂社古代荘園御厨」にみる下賀茂社領表４　「賀茂社古代荘園御厨」にみる下賀茂社領
国 荘園・御厨 備考・鎌倉初頭までの所見
摂津 小里 (野) 荘・三島郷・平安荘 長洲御厨は応徳 1 年 (1084) に東大寺領猪名荘から

・長洲御厨・尼崎御厨 分立。尼崎御厨は長洲御厨から展開
近江 音羽荘・邇保荘 (11)・高島荘・堅田 (浦) 寛治 4(1090).3.24 に「堅田御厨網人」みえ、また

御厨・安曇河御厨・豊浦荘内海 「高島庄南郡安曇河半分」の御厨化を要求 (ⓐ)
安曇河御厨は下社領→上社領

美濃 席田荘・梅原荘 元永 2(1119).12.5 に「美濃庄」みゆ
(中右記・長秋記)

遠江 河村荘 平安末に知行国主・藤原保盛が松尾社に寄進、
さらに新日吉社に寄進され紛争 (ⓑ)

若狭 玉置荘・丹生浦御厨
越前 志津荘
加賀 開発荘
越中 寒江荘・倉垣荘
越後 石川荘 文治 2(1186).3.12 に「賀茂社領」としてみゆ

(吾妻鏡)
丹波 三和荘・小野荘・賀茂荘 三和荘、文治 2(1186).6 に石清水領としてみゆ (ⓒ)

元永 2(1119).12.5「丹波御庄」を夏冬神服料所とす
丹後 木津荘・氷室荘
但馬 土野荘
因幡 土師荘
出雲 安来荘・筑陽荘 安来荘、元暦 2(1185).1.22 頼朝の寄進 (吾妻鏡)
播磨 鞍位荘・鹽岡荘・賀茂網代・伊保崎御厨(12)
美作 河合保 正治 2(1200).3.30 に「鴨御祖社領河会保」みゆ

(猪熊関白記)
備中 富田荘(13)・戸見荘
備後 勝田荘
安芸 竹原荘(❻)・都宇荘 下社領→上社領
長門 厚狭荘
周防 佐河牛嶋御厨(14)
紀伊 仁儀荘・日高河上御杣・紀伊浜御厨(❶) 紀伊浜御厨は下社領→上社領
讃岐 鴨部荘・葛原荘(15)・内海御厨
伊予 吉岡餘田・宇和郡六帖網・内海御厨
土佐 津濃 (野) 荘 本来の寄進地・潮江荘の康和 1 年 (1099) 水没替

で同 2 年立荘 (ⓓ)
豊前 江島御厨 永万 2(1166).9.25 に宇佐宮領「江島別符」みゆ (ⓔ)
豊後 水津御厨・木津御厨
〔凡例〕某荘：寛治 4 年 (1090) 寄進とされるもの
　　　　❶など：表２の№
　　　　ⓐ：「鴨御祖大神宮申状案」(賀茂社諸国神戸記、平 1287)
　　　　ⓑ：(嘉応 2 年 (1170))「官宣旨案」(民経記寛喜三年十月巻裏文書、平補 357)
　　　　ⓒ：「石清水八幡宮文書目録」(石清水文書、鎌 4430)
　　　　ⓓ：『勘仲記』弘安 6 年 11 月・12 月条紙背文書
　　　　ⓔ：「宇佐太子解案」(益永文書、平 3400)

熊本学園大学論集『総合科学』　第19巻　第１号　（通巻37号） (185)

（10）

― 185 ―



え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
社
も
下
社
と
ほ
ぼ
同
じ
荘
園
・
御
厨
通
計
三
十
弱
程
度
を
え
た
と
み
て
問
題
な
い
こ
と
。
寿
永
三
年
時

点
で
四
十
二
ヶ
所
で
あ
り
、
そ
の
差
約
十
五
で
あ
る
か
ら
、
寛
治
寄
進
所
領
を
基
礎
に
院
政
期
を
と
お
し
て
増
加
し
た
と
い
う
点

で
、
お
お
む
ね
下
社
領
と
同
様
の
展
開
を
た
ど
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
所
領
に
限
定
す
る
と
、
紀
伊
国
紀
伊
浜
御
厨
（
表
２―

❶
）
・
安
芸
国
竹
原
荘
（
❻
）
の
よ
う
に
寛
治
四

年
に
は
下
社
領
で
あ
り
な
が
ら
、
寿
永
三
年
に
は
上
社
領
と
し
て
現
れ
る
も
の
、
寛
治
四
年
に
下
社
に
寄
進
さ
れ
た
伊
予
国
内

海
・
讃
岐
国
内
海
か
ら
発
展
し
て
、
寿
永
三
年
ま
で
に
上
社
領
と
な
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
伊
予
国
佐
方
保
（
❾
）
・
菊
万
荘

（
10
）
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
気
に
か
か
る
。
こ
れ
ら
の
所
領
は
実
は
、
表
４
に
示
し
た
よ
う
に
室
町
期
の
所
領
リ
ス
ト
で
は

下
社
領
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
寛
治
四
年
寄
進
の
御
厨
群
に
は
、
上
・
下
社
共
用
の
部
分
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
と
す
る
と
な
お
の
こ
と
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
所
領
に
つ
い
て
は
上
社
の
場
合
も
、
寛
治
四
年
寄
進

の
御
厨
で
、
ほ
ぼ
概
要
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

２　

長
洲
御
厨
を
め
ぐ
る
紛
争
と
そ
の
帰
結

　

下
賀
茂
社
領
・
摂
津
国
長
洲
御
厨
は
、
寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
の
諸
荘
・
御
厨
群
一
括
寄
進
に
さ
き
だ
つ
応
徳
元
年
（
一
〇
八
四
）
、

東
大
寺
領
・
猪
名
荘
の
南
端
部
・
長
洲
浜
の
住
人
ら
に
対
す
る
皇
太
后
宮
寮
職
の
支
配
権
が
、
社
領
・
山
城
国
栗
栖
郷
田
地
と
相

博
さ
れ
て
成
立
し
た
。
こ
の
後
、
長
洲
は
漁
業
・
運
輸
・
交
易
の
結
節
点
と
し
て
発
展
し
人
口
も
増
加
し
て
い
く
が
、
そ
れ
を
め

ぐ
っ
て
東
大
寺
と
下
社
と
の
間
で
紛
争
が
展
開
し
て
い
く
。
こ
の
た
め
、
西
岡
虎
之
助
氏
の
古
典
的
業
績
〔
西
岡
一
九
三
三
〕
を
は

じ
め
、
そ
の
交
通
上
の
位
置
や
「
複
合
的
領
有
関
係
」「
重
複
的
荘
園
」
と
い
う
性
格
に
着
目
し
た
検
討
が
か
さ
ね
ら
れ
て
き
た
〔
小

島
一
九
四
〇
・
一
九
五
二
・
黒
川
一
九
五
三
・
中
谷
一
九
五
六
な
ど
〕
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
研
究
史
上
の
到
達
点
と
し
て
、
田
中
文
英
氏
に
よ
る

整
理
〔
田
中
一
九
九
五
〕
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
に
依
拠
し
つ
つ
、
他
の
所
領
で
は
具
体
相
を
知
る
の
が
む
ず
か
し
い
、
下
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賀
茂
社
に
よ
る
住
人
・
海
民
編
成
の
様
相
と
、
か
か
る
編
成
を
め
ぐ
る
権
門
間
競
合
の
帰
結
の
あ
り
方
に
触
れ
て
お
く
。

　

寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
七
月
、
東
大
寺
は
、
住
人
ら
が
使
庁
役
回
避
を
目
的
に
「
権
門
之
散
所
」
や
「
御
社
之
寄
人
」
と
称
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
猪
名
荘
の
支
配
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
と
下
社
に
抗
議
し
た
（
同
月
十
日
「
東
大
寺
牒
」
古
文
書
纂
廿
四
鹿
田
静
七
氏

文
書
、
平
一
三
〇
九
）
。
こ
れ
が
長
期
に
わ
た
る
両
者
の
紛
争
の
本
格
的
開
始
と
な
る
。
こ
れ
に
対
す
る
反
駁
の
返
牒
が
、
同
年
八
月

五
日
「
鴨
御
祖
大
神
宮
牒
案
」
（
内
閣
文
庫
所
蔵
摂
津
国
古
文
書
、
平
一
三
一
一
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
長
洲
御
厨
が
下
社
領
と
な
る
ま
で
の

住
人
支
配
権
の
複
雑
な
伝
領
過
程
と
あ
わ
せ
て
、
住
人
の
海
民
と
し
て
の
活
動
や
、
下
社
に
よ
る
編
成
の
様
相
を
具
体
的
に
示
す
、

貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

　

御
厨
住
人
は
下
社
へ
の
「
進
上
毎
日
御
膳
」
と
ひ
き
か
え
に
使
庁
役
を
停
止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
よ
い
こ
と
に
彼
ら
は
下
社
の

「
供
祭
人
」
と
称
し
て
「
往
返
海
辺
諸
国
、
動
仮
神
威
、
蔑
如
国
事
（
宰
カ
）
、
寃
陵
住
人
」
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
た
め
寛
治

五
年
（
一
〇
九
一
）
五
月
に
は
宣
旨
に
よ
っ
て
禁
遏
が
命
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
六
月
に
は
讃
岐
国
司
の
訴
え
に
よ
っ
て
再
び
禁
遏
宣
旨

が
下
さ
れ
た
。
御
厨
の
成
立
か
ら
十
年
た
ら
ず
の
う
ち
に
、
下
社
供
祭
人
の
特
権
を
掲
げ
つ
つ
、
瀬
戸
内
海
を
往
反
し
な
が
ら
海

賊
ま
が
い
の
行
為
も
と
も
な
う
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
住
人
ら
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

し
か
も
住
人
ら
の
な
か
に
は
「
私
宅
招
集
不
善
之
輩
、
令
打
双
六
」
め
て
い
る
「
永
行
」
な
る
人
物
が
存
在
し
た
。
東
大
寺
に

対
し
て
下
社
は
、
か
か
る
人
物
は
下
社
に
と
っ
て
も
「
尤
本
社
煩
」
と
言
い
放
ち
、
宣
旨
で
命
じ
ら
れ
た
濫
行
者
禁
遏
の
具
体
的

実
施
と
し
て
彼
を
「
追
却
」
す
る
た
め
に
、
社
司
を
入
部
さ
せ
た
ま
で
で
あ
る
と
、
土
地
支
配
へ
の
介
入
す
ら
正
当
化
し
て
み
せ

て
い
る
。
し
か
し
下
社
と
住
人
ら
の
急
速
な
結
合
に
は
、
双
方
の
結
節
点
と
し
て
海
民
・
海
賊
の
頭
目
と
い
う
べ
き
永
行
が
介
在

し
て
い
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る

（
5
）

。「
追
却
」
と
い
い
つ
つ
、
そ
の
実
態
は
下
社
に
よ
る
潜
伏
幇
助
で
あ
っ
た
可
能
性
す
ら
あ

ろ
う
。

　

か
か
る
長
洲
御
厨
に
お
け
る
あ
り
方
は
、
成
立
時
期
の
近
い
寛
治
四
年
寄
進
所
領
群
で
の
住
人
・
海
民
編
成
の
様
相
に
も
共
通
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す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
長
洲
住
人
は
讃
岐
沿
岸
に
ま
で
進
出
し
て
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
た
が
、
そ
の
時
期
は
ま
さ
に
寛
治
四
年
所

領
群
の
寄
進
前
後
に
あ
た
る
。
そ
の
活
動
は
讃
岐
国
葛
原
荘
や
内
海
御
厨
な
ど
に
お
け
る
住
人
編
成
と
も
連
動
・
連
携
し
た
も
の

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
御
厨
群
を
つ
な
ぐ
賀
茂
供
祭
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
過
程
の
一
端
を
垣
間
み

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
下
賀
茂
社
・
東
大
寺
間
の
紛
争
の
展
開
に
つ
い
て
。
先
行
研
究
は
こ
の
紛
争
を
、
土
地
所
有
権
（
地
子
取
得
権
）
を
東
大
寺
、

在
家
（
住
人
役
・
日
次
神
供
収
取
権
）
を
下
社
の
も
の
と
す
る
裁
定
が
下
さ
れ
た
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）（
同
年
五
月
二
十
九
日
「
官
宣
旨
案
」
内

閣
文
庫
所
蔵
摂
津
国
古
文
書
、
平
一
六
六
〇
）
を
境
に
、
御
厨
の
存
在
自
体
が
争
わ
れ
た
段
階
と
、
御
厨
の
存
在
は
認
め
た
う
え
で
、
下
社

に
よ
る
住
人
編
成
権
の
範
囲
が
争
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
段
階
と
に
大
別
し
、
そ
の
争
い
は
鎌
倉
期
に
ま
で
も
つ
れ
こ
む
と
み
て
い

る
。
し
か
し
私
見
で
は
、
長
洲
浜
か
ら
分
出
し
た
大
物
浜
の
在
家
の
帰
属
を
め
ぐ
る
東
大
寺
・
下
社
間
の
紛
争
を
機
に
、
応
保
二

年
（
一
一
六
二
）
に
猪
名
荘
が
立
券
し
な
お
さ
れ
た
（
同
年
五
月
一
日
の
一
連
の
「
官
宣
旨
」
東
南
院
文
書
五
ノ
十
三
・
十
四
、
平
三
二
一
三
〜
三
二
一
五
）

の
を
境
に
、
ふ
た
た
び
紛
争
の
質
が
変
化
し
た
と
考
え
る
。

　

承
安
五
年
（
一
一
七
五
）
正
月
十
六
日
「
鴨
御
祖
社
禰
宜
鴨
祐
季
申
状
」
（
百
巻
本
東
大
寺
文
書
十
三
、
平
三
六
七
二
）
は
、
下
賀
茂
社
禰

宜
鴨
祐
季
が
「
東
大
寺
御
領
摂
津
国
猪
名
御
庄
内
江
」
を
、「
当
社
御
領
長
洲
御
厨
最
中
、
潮
出
入
之
跡
」
で
あ
る
と
し
、
堤
を

築
い
て
の
開
発
を
東
大
寺
に
申
請
し
、
開
発
後
に
は
段
別
五
升
の
地
子
米
を
寺
家
に
納
入
す
る
こ
と
を
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
作
人
は
雑
事
免
の
「
皆
是
長
洲
御
厨
供
祭
人
」
で
あ
り
、「
為
寺
家
無
損
、
為
社
家
至
要
」
と
主
張
す
る
。

　

こ
の
請
文
は
同
年
八
月
七
日
「
東
大
寺
領
荘
園
文
書
目
録
」
（
蜂
須
賀
家
所
蔵
文
書
、
平
三
七
〇
〇
）
に
み
え
、
東
大
寺
側
に
受
け
と
ら

れ
は
し
て
い
る
も
の
の
、
外
題
等
は
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
だ
け
で
は
開
発
計
画
が
受
理
さ
れ
た
か
否
か
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
に
「
承
安
祐
季
請
文
等
」
に
よ
る
「
長
渚
開
発
」
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
、
下
社
・
東
大
寺
間
の
紛

争
が
生
じ
た
際
（（
同
年
）
六
月
二
十
一
日
「
右
大
臣
藤
原
道
家
書
状
」
東
大
寺
要
録
二
、
鎌
二
三
二
〇
）
、「
社
司
已
開
発
、
始
雖
加
制
止
、
後
亦
寺
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家
許
諾
之
由
」
（
同
月
二
十
五
日
「
右
大
臣
藤
原
道
家
書
状
」
東
大
寺
要
録
二
、
鎌
二
三
二
一
）
と
あ
る
ご
と
く
、
祐
季
の
申
請
は
当
初
は
東
大
寺

に
「
制
止
」
さ
れ
た
も
の
の
、
結
局
は
「
許
諾
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し
て
以
降
の
紛
争
は
、
お

お
む
ね
こ
の
開
発
地
の
枠
組
を
前
提
に
、
そ
の
帰
属
を
め
ぐ
る
か
た
ち
で
展
開
し
て
い
る
（
文
永
三
年
十
一
月
日
「
東
大
寺
衆
徒
申
状
案
」

東
大
寺
文
書
四
ノ
三
十
一
、
鎌
九
六
〇
二
な
ど
）
。

　

そ
も
そ
も
下
社
禰
宜
に
よ
る
東
大
寺
へ
の
開
発
申
請
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
「
制
止
」
要
因
が
解
決
さ
れ
て
「
許

諾
」
に
い
た
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
か
つ
て
の
社
家
・
寺
家
全
面
対
決
と
は
こ
と
な
る
、
両
者
の
交
渉
を
可
能
と
す
る
一
定
の

秩
序
枠
組
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
の
開
発
は
、
以
降
の
所
領
枠
組
を
規
定
し
た
。
応
保
年
間
か
ら
の

一
一
六
〇
年
代
は
、
摂
津
国
八
部
郡
の
検
注
・
押
領
に
は
じ
ま
る
福
原
山
荘
や
大
輪
田
泊
の
整
備
な
ど
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
に
お

け
る
平
氏
の
支
配
・
編
成
が
本
格
化
し
て
い
く
時
期
で
あ
る
〔
今
井
一
九
八
二
〕
。
そ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
猪
名
荘
・
長
洲
御
厨
を

含
む
河
辺
郡
域
に
も
お
よ
ん
だ
。
な
ら
ば
秩
序
枠
組
形
成
の
画
期
に
は
、
応
保
二
年
の
猪
名
荘
再
立
券
こ
そ
が
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ

う
（
6
）

。
三　

瀬
戸
内
海
の
荘
園
制
と
平
氏

　

中
世
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
の
所
領
群
の
二
大
領
主
で
あ
る
石
清
水
宮
・
両
賀
茂
社
の
荘
園
・
御
厨
は
、
院
政
期
初
頭
に
賀
茂
社
が

ほ
ぼ
一
斉
に
所
領
配
置
を
完
了
し
、
一
方
、
石
清
水
宮
は
ま
ず
紀
伊
・
四
国
東
岸
間
と
九
州
と
い
う
当
該
域
の
東
・
西
両
端
を

お
さ
え
た
う
え
、
院
政
期
を
と
お
し
て
そ
の
間
に
所
領
を
形
成
し
て
い
く
と
い
う
か
た
ち
で
枠
組
が
成
っ
た
。
そ
れ
は
大
局
的
に

は
、
す
で
に
存
在
し
た
賀
茂
社
領
に
規
定
さ
れ
て
、
あ
た
か
も
そ
の
間
を
縫
う
よ
う
に
稠
密
に
石
清
水
宮
領
が
展
開
し
た
か
の
よ

う
に
み
え
る
。
た
だ
し
長
洲
御
厨
を
め
ぐ
る
下
賀
茂
社
・
東
大
寺
の
紛
争
や
、
石
清
水
・
賀
茂
両
神
人
の
海
賊
行
為
に
つ
い
て
の

断
片
的
事
例
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
権
門
間
や
地
域
社
会
と
の
葛
藤
・
利
害
対
立
を
内
包
し
つ
つ
展
開
し
た
過
程
で
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も
あ
っ
た
。

　

一
方
、
白
河
・
鳥
羽
院
政
期
の
当
該
域
に
お
け
る
平
氏
の
具
体
的
な

活
動
徴
証
は
、
讃
岐
・
備
前
・
播
磨
な
ど
の
国
々
に
お
け
る
受
領
在
任

や
、
海
賊
追
捕
を
と
お
し
た
地
域
編
成
が
強
調
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
き
わ
め
て
乏
し
い
。
た
と
え
ば
、
西
村
隆
氏
の
労
作
「
平
氏
家
人

表
」
〔
西
村
一
九
八
三
〕
に
よ
れ
ば
、
そ
の
多
く
は
保
元
・
平
治
年
間
以
降

に
家
人
に
編
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
者
で
あ
る
。
史
料
的
制
約
を
勘

案
し
て
も
、
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
か
ら
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
に
わ

た
る
、
清
盛
の
安
芸
守
在
任
を
と
お
し
て
む
す
ば
れ
た
厳
島
社
と
の
関

係
を
基
礎
に
は
じ
ま
る
、
一
一
六
〇
年
代
の
諸
活
動
は
、
そ
れ
ま
で
の
つ
み
か
さ
ね
を
歴
史
的
前
提
と
す
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、

や
は
り
段
階
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
石
清
水
領
・
播
磨
国
今
福
荘
や
下
賀
茂
社
領
・
同
国
長
洲
御
厨
に
つ
い
て
触
れ
た

よ
う
に
、
そ
れ
は
当
該
域
に
お
け
る
諸
権
門
間
の
権
益
調
整
・
秩
序
枠
組
形
成
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
着
目
す
べ
き
が
、
新
熊
野
社
領
の
分
布
で
あ
る
。
新
熊
野
社
は
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
、
後
白
河
院
の
命
に
よ
り
清
盛

が
造
営
し
た
神
社
で
、
そ
の
所
領
の
多
く
は
平
氏
が
管
理
し
た
。
そ
の
概
要
は
表
５
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
社
領
の
一
国
平
均

役
を
免
除
し
た
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
十
二
月
八
日
「
後
白
河
院
庁
下
文
案
」（
新
熊
野
神
社
文
書
、
平
四
〇
一
三
）
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

計
約
三
十
ヶ
所
を
数
え
る
そ
の
分
布
は
一
部
東
国
に
も
お
よ
ぶ
が
西
国
が
中
心
で
あ
り
、
摂
津
・
播
磨
・
備
中
・
淡
路
・
安
芸
と

瀬
戸
内
海
沿
岸
諸
国
に
多
く
を
数
え
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

　

ま
ず
摂
津
国
小
屋
小
林
荘
（
図
１
・
表
５―

ⓑ
）
は
武
庫
川
と
猪
名
川
が
つ
く
る
平
野
部
に
位
置
し
、
海
岸
か
ら
は
や
や
内
陸
だ
が
、

武
庫
御
厨
・
小
松
荘
に
近
接
し
て
い
る
。
武
庫
御
厨
・
小
松
荘
は
後
に
福
原
荘
と
と
も
に
源
頼
朝
か
ら
妹
・
一
条
能
保
室
に
譲
ら

表５　養和元年の新熊野社領表５　養和元年の新熊野社領
国 所領
山城 円提寺
大和 正覚寺
和泉 積川社
摂津 小屋小林荘 (ⓑ)・御厩荘・奈佐原荘
近江 吉富荘・三尾社
美濃 池田荘・小瀬荘
遠江 羽鳥荘
越中 立山外宮
安房 郡房荘
播磨 賀屋荘 (ⓒ)・田中荘 (ⓓ)

・下端荘 (ⓔ)・浦上荘 (ⓕ)
備中 万寿荘 (本荘・東荘・西荘)(ⓖ)

・佐方荘 (ⓗ)・多気荘 (ⓘ)
丹波 吾雀荘・志万荘
但馬 八太二方荘
淡路 志筑荘 (ⓐ)
安芸 三入荘 (ⓙ/荘倉敷ⓚ)
豊前 彦山
〔備考〕ⓐ～ⓚ：図１に対応
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れ
た
平
家
没
官
領
二
十
ヶ
所
の
う
ち
の
摂
津
国
分
で
あ
る
（『
吾
妻
鏡
』
建
久
三
年
十
二
月
十
四
日
条
）
。
こ
の
両
地
は
「
武
庫
庄
小
松
幷

供
御
所
」
（
寿
永
三
年
五
月
十
八
日
「
源
頼
朝
下
文
」
相
田
二
郎
蒐
集
影
写
文
書
、
平
補
二
四
五
）
と
も
み
え
て
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
実
は
武
庫
川

を
は
さ
ん
で
長
洲
御
厨
の
対
岸
に
位
置
し
て
い
た
。
新
熊
野
社
建
立
か
ら
程
な
く
し
て
社
領
・
小
屋
小
林
荘
の
設
定
と
連
動
し
て

平
氏
自
身
の
所
領
、
武
庫
御
厨
・
小
松
荘
が
設
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
の
再
編
・
権
益
調
整
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
の
猪
名
荘
再
立
券
に
よ
る
長
洲
御
厨
を
め
ぐ
る
下
賀
茂
社
・
東
大
寺
間
の
秩
序
形
成
は
、
そ
の
一
環
で
あ
っ

た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
そ
し
て
か
か
る
摂
津
東
部
の
編
成
は
、
同
時
期
の
同
国
西
部
・
八
部
郡
で
の
検
注
・
押
領
お
よ
び

福
原
山
荘
の
整
備
（
建
仁
二
年
二
月
十
四
日
「
源
能
信
・
同
種
保
申
詞
記
」
九
条
家
文
書
、
鎌
一
二
九
〇
）〔
今
井
一
九
八
二
〕
と
連
動
し
た
も
の
と
位
置

づ
け
ら
れ
る

（
7
）

。

　

ま
た
播
磨
国
の
う
ち
下
端
荘
（
ⓔ
）
は
現
・
神
戸
市
垂
水
区
下
畑
を
含
む
地
域
に
比
定
さ
れ
て
海
を
望
み
、
浦
上
荘
（
ⓕ
）
は
揖

保
川
の
下
流
・
河
口
域
に
あ
た
る
。
一
方
、
賀
屋
荘
（
ⓒ
）
・
田
中
荘
（
ⓓ
）
は
内
陸
で
は
あ
る
が
、
前
者
は
夢
前
川
上
中
流
域
、

後
者
は
市
川
中
流
左
岸
・
支
流
岡
部
川
小
畑
川
の
下
流
域
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
、

清
盛
は
印
南
野
に
大
功
田
を
賜
り
、
そ
れ
を
基
礎
に
王
家
領
の
賀
古
荘
・
印
南
荘
、
安
楽
寿
院
領
の
今
福
荘
・
大
国
荘
、
鎌
倉
期

に
は
住
吉
社
領
と
し
て
所
見
す
る
魚
住
荘
を
と
り
こ
み
つ
つ
、
加
古
郡
の
大
部
分
と
明
石
郡
の
一
部
を
含
む
範
囲
に
ひ
ろ
が
る
五

箇
荘
を
立
荘
し
た
〔
石
田
一
九
八
九
〕
。
新
熊
野
社
領
四
荘
は
、
五
箇
荘
の
外
延
を
囲
む
よ
う
な
位
置
を
と
る
（
図
１
）
。
両
者
が
あ
る

程
度
連
動
し
て
、
平
氏
に
よ
る
播
磨
支
配
体
制
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。
く
わ
え
て
、
五
箇
荘
に
は
石
清
水

領
・
今
福
荘
（
図
１
・
表
２―

⑦
）
が
包
摂
さ
れ
つ
つ
存
続
し
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い

（
8
）

。

　

次
に
備
中
国
で
は
万
寿
本
荘
・
東
荘
・
西
荘
（
ⓖ
）
が
現
倉
敷
市
の
北
東
部
一
帯
に
、
佐
方
荘
（
ⓗ
）
が
里
見
川
右
岸
・
沿
岸
部
に
、

多
気
荘
（
ⓘ
）
は
内
陸
だ
が
宇
甘
川
と
支
流
下
市
川
の
流
域
に
比
定
さ
れ
る
。
播
磨
ほ
ど
濃
密
で
は
な
い
が
類
似
の
分
布
を
示
し

て
い
よ
う
。
淡
路
国
志
筑
荘
（
ⓐ
）
は
淡
路
島
東
岸
部
で
北
は
上
賀
茂
社
領
の
生
穂
荘
に
接
し
て
い
る
。
ま
た
安
芸
国
の
三
入
荘
（
ⓙ
）
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は
、
保
元
年
間
に
は
石
清
水
領
の
保
だ
っ
た
も
の
が
養
和
年
間
に
は
新
熊
野
社
領
と
し
て
み
え
、
応
保
年
間
頃
に
後
白
河
院
・
平

氏
の
も
と
で
の
新
熊
野
社
へ
の
寄
進
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
〔
田
村
一
九
七
八
〕
。
な
お
こ
の
頃
の
安
芸
国
で
は
、
清
盛
の
主
導
で

厳
島
社
領
と
そ
の
沿
岸
部
の
倉
敷
の
設
定
や
、
蓮
華
王
院
領
の
沼
田
荘
・
長
講
堂
領
の
生
口
北
荘
・
八
条
院
領
の
開
田
荘
な
ど
の

沿
岸
部
王
家
領
群
の
形
成
も
行
わ
れ
て
い
る
〔
田
村
一
九
七
八
・
畑
野
二
〇
〇
五
〕
。

　

以
上
か
ら
一
一
六
〇
年
代
を
と
お
し
て
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
で
は
、
平
氏
自
身
の
直
接
の
所
領
設
定
と
、
管
理
権
を
有
す
る
新
熊

野
社
領
を
中
心
と
す
る
王
家
領
の
か
た
ち
で
の
所
領
設
定
と
が
並
行
・
連
動
し
て
展
開
し
、
そ
れ
が
他
領
も
含
む
地
域
秩
序
の
編

成
の
軸
と
な
っ
た
こ
と
。
そ
こ
に
は
長
洲
御
厨
や
今
福
荘
の
よ
う
に
、
上
・
下
賀
茂
社
領
や
石
清
水
領
と
の
関
係
も
窺
え
る
こ
と
。

よ
っ
て
そ
れ
を
と
お
し
て
、
諸
権
門
と
海
民
と
の
関
係
の
整
序
と
海
上
交
通
の
編
成
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
保

元
・
平
治
年
間
以
降
に
は
、
当
該
地
域
で
も
多
く
の
平
氏
家
人
が
検
出
さ
れ
る
〔
西
村
一
九
八
三
〕
が
、
そ
れ
は
か
か
る
過
程
を
と

お
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

中
世
瀬
戸
内
海
の
海
上
交
通
は
、
石
清
水
宮
・
両
賀
茂
社
・
西
園
寺
家
な
ど
の
諸
権
門
の
所
領
群
の
も
と
に
編
成
さ
れ
た
海
民

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
鎌
倉
期
に
勢
力
を
え
る
西
園
寺
家
を
除
け
ば
、
院
政
期
を
と

お
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
賀
茂
社
は
院
政
期
初
頭
に
ほ
ぼ
一
斉
に
所
領
配
置
を
完
了
し
、
一
方
、
石
清
水
宮

は
ま
ず
紀
伊
・
四
国
東
岸
間
と
九
州
と
い
う
当
該
域
の
東
・
西
両
端
を
お
さ
え
、
そ
の
間
に
順
次
所
領
を
形
成
し
て
い
く

（
9
）

。
そ
れ

は
諸
紛
争
を
と
も
な
う
過
程
で
あ
っ
た
が
、
一
一
六
〇
年
代
に
平
氏
が
自
身
と
王
家
の
所
領
の
設
定
を
軸
に
地
域
秩
序
を
再
編
し

つ
つ
制
海
権
を
掌
握
し
て
い
き
、
そ
の
主
導
の
も
と
で
の
有
機
的
体
系
を
成
す
に
い
た
っ
た
。
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
三
月
に
、

後
白
河
院
を
福
原
に
迎
え
て
執
り
行
わ
れ
た
千
僧
供
養
（『
兵
範
記
』
同
日
条
な
ど
）
は
、
そ
の
確
立
を
象
徴
す
る
イ
ヴ
ェ
ン
ト
と
し
て
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位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

以
上
の
考
察
結
果
を
踏
ま
え
て
、
最
後
に
同
時
期
の
九
州
の
状
況
と
照
ら
し
つ
つ
、
平
氏
に
よ
る
西
国
支
配
を
概
観
し
て
お
こ

う
。
実
は
一
一
六
〇
年
代
は
九
州
に
お
い
て
も
、
平
氏
に
よ
る
支
配
確
立
の
画
期
で
あ
っ
た
。
保
元
・
平
治
年
間
の
不
穏
な
地
域

情
勢
に
強
圧
的
に
臨
ん
だ
平
氏
は
、
そ
れ
と
衝
突
し
た
肥
前
の
日
向
通
良
・
薩
摩
の
阿
多
忠
景
を
鎮
圧
し
、
そ
の
戦
後
処
理
を
と

お
し
て
九
州
支
配
を
確
立
し
て
い
く
。
特
に
、
日
向
通
良
の
乱
後
の
占
領
軍
政
を
と
お
し
て
平
氏
の
肥
前
支
配
は
、
鎌
倉
幕
府
の

九
州
支
配
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
、
著
し
い
深
化
を
遂
げ
た
。
そ
の
節
目
は
、
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
八
月
の
清
盛
に
よ
る
肥
前

国
杵
島
郡
大
功
田
獲
得
に
求
め
ら
れ
る
〔
小
川
二
〇
一
二
〕
。
彼
が
え
た
大
功
田
は
、
肥
前
・
播
磨
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
秩
序
再
編
の
核

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
南
島―

薩
摩―

有
明
海―

博
多―

瀬
戸
内
海―

畿
内
を
む
す
ぶ
海
上
交
通
の
掌
握
を
基
軸
と
し
た
、
平

氏
に
よ
る
西
国
支
配
確
立
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
同
年
五
月
、
平
重
盛
に
対
し
て
東
山
・
東
海
・
山
陽
・
南
海

道
の
山
賊
・
海
賊
追
討
を
命
じ
る
宣
旨
が
下
さ
れ
た
（『
兵
範
記
』
同
月
十
日
条
）
。
か
つ
て
五
味
文
彦
氏
は
こ
れ
を
、
平
氏
に
全
国
に

お
よ
ぶ
軍
事
警
察
権
が
与
え
ら
れ
た
も
の
と
評
価
し
た
〔
五
味
一
九
七
九
〕
。
そ
の
評
価
は
近
年
で
は
、
長
寛
年
間
（
一
一
六
三
〜
六
五
）

に
清
盛
が
得
て
い
た
権
限
の
、
重
盛
へ
の
継
承
を
確
認
し
た
も
の
と
改
め
ら
れ
て
い
る
〔
五
味
一
九
九
九
〕
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

一
一
六
〇
年
代
を
と
お
し
て
の
西
国
支
配
の
確
立
が
、
全
国
的
軍
事
警
察
権
獲
得
の
前
提
条
件
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
が
仁
安

二
年
に
仕
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
九
月
の
福
原
に
お
け
る
後
白
河
院
と
宋
人
と
の
会
見
（『
玉
葉
』
同
月
二
十
日
条
）
は
、
そ
の
な
か
で
こ
そ
実

現
し
た
。
ま
た
仁
安
二
年
は
重
源
が
日
本
僧
で
は
実
に
八
十
五
年
ぶ
り
に
入
宋
の
途
に
つ
く
年
で
も
あ
り
、
翌
年
の
栄
西
が
こ
れ

に
続
く
。
か
く
し
て
一
一
六
〇
年
代
に
は
、
十
世
紀
か
ら
の
展
開
を
歴
史
的
前
提
と
し
つ
つ
も
、
禅
宗
と
宋
商
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
か
ら
み
あ
い
つ
つ
成
る
、
中
世
的
対
外
関
係
の
本
格
的
な
幕
開
け
を
迎
え
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
こ
の
時
期
に
お
け

る
南
宋
の
安
定
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
〔
中
村
二
〇
一
〇
〕
。
保
元
・
平
治
年
間
頃
か
ら
の
西
国
社
会
の
不
穏
化
と
平
氏
に
よ
る
鎮
圧
を
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経
た
軍
事
支
配
の
確
立
・
交
通
体
系
掌
握
は
、
そ
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
情
勢
と
連
動
し
、
そ
れ
に
対
応
し
た
も
の
と
と
ら
え
る
こ

と
も
で
き
る

）
10
（

。
な
ら
ば
そ
れ
に
続
く
治
承
・
寿
永
内
乱
と
公
・
武
両
政
権
か
ら
成
る
中
世
的
国
家
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
も
、
汎

ア
ジ
ア
的
視
座
か
ら
の
理
解
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。
か
か
る
課
題
の
所
在
を
確
認
し
つ
つ
、
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

注
（
１
） 

平
氏
に
よ
る
院
御
厩
管
理
の
変
遷
に
つ
い
て
は
〔
渡
邊
二
〇
一
〇
〕、
西
園
寺
家
に
つ
い
て
は
〔
網
野
一
九
九
一
〕
参
照
。

（
２
） 

か
か
る
検
出
作
業
は
日
本
海
側
も
あ
わ
せ
て
、
す
で
に
〔
網
野
一
九
九
一
・
山
内
一
九
九
一
〕
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
視
点
が
中
世
を

と
お
し
て
の
俯
瞰
に
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
こ
で
は
室
町
期
に
寄
進
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
や
、
や
や
内
陸
に
入
っ
た
も
の
ま
で
を
含
め
て
ひ
ろ
く
検

出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
院
政
期
を
と
お
し
て
の
沿
岸
部
所
領
の
形
成
過
程
を
論
じ
る
本
稿
で
は
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
よ
り
狭
い
方

針
を
と
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
行
論
の
都
合
上
、
新
熊
野
社
領
の
み
内
陸
部
所
領
も
地
図
に
落
と
し
て
あ
る
。
な
お
図
１
の
作
成
や
本
文
中
で
の

位
置
比
定
な
ど
に
際
し
て
は
『
講
座
日
本
荘
園
史
』
各
巻
や
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（h

ttp://w
w
w
.rekih

aku
.ac.jp

）
の
「
日
本
荘
園
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」、『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
な
ど
に
拠
っ
た
が
、
き
わ
め
て
煩
雑
と
な
る
の
で
特
に
必
要
で
な
い
限
り
、
典
拠
は
省
略
す
る
。
ま
た

本
文
・
表
中
と
も
に
『
平
安
遺
文
』『
鎌
倉
遺
文
』
か
ら
の
引
用
は
「
平
（
鎌
）
番
号
」
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

（
３
） 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
謄
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
請
求
記
号
は
二
〇
一
二―

一
七
四
。
同
所
「
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（h

ttp://

w
w
w
ap.h
i.u
-toky

o.ac.jp/sh
ips/sh

ipscon
troller

）
に
て
画
像
閲
覧
可
能
で
あ
り
、
本
稿
は
そ
れ
に
拠
っ
た
。

（
４
） 「
泉
州
深
日
神
社
仏
園
古
録
」（
『
岬
町
史
紀
要
』
五
、一
九
九
三
年
）
所
収
「
神
社
由
来
記
」
は
「
堀
川
天
皇
寛
治
四
年
七
月
十
三
日
、
下
宣
旨
于

賀
茂
上
下
社
、
奉
進
諸
国
之
田
地
各
六
百
余
町
宛
、
而
充
以
神
祀
之
日
供
、
幷
年
中
祭
祀
料
也
、
深
日
庄
幷
箱
作
庄
者
、
即
社
領
四
十
二
箇
所
之

其
一
也
」
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
直
後
に
寿
永
三
年
の
安
堵
四
十
二
ヶ
所
に
も
言
及
し
て
い
る
か
ら
、
和
泉
国
深
日
・
箱
作
両
荘
（
表
２―

❷
・
❸
）

を
寛
治
四
年
寄
進
所
領
四
十
二
ヶ
所
の
う
ち
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
記
述
は
、
寿
永
三
年
の
そ
れ
を
遡
及
し
た
に
す
ぎ
ず
、
確
か
な
根
拠
に
よ
っ

た
と
は
考
え
が
た
い
。
た
だ
し
深
日
・
箱
作
は
古
来
よ
り
歌
枕
と
も
な
っ
た
要
衝
で
あ
る
か
ら
、
寛
治
四
年
寄
進
地
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
そ

の
も
の
ま
で
は
否
定
で
き
な
い
。
な
お
〔
網
野
一
九
九
一
〕
は
、
摂
津
国
米
谷
荘
、
播
磨
安
志
荘
・
林
田
荘
、
備
前
国
山
田
荘
・
竹
原
荘
、
備
後
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国
有
福
荘
、
伊
予
国
菊
万
荘
・
佐
方
保
、
周
防
国
伊
保
荘
、
淡
路
国
佐
野
荘
・
生
穂
荘
を
寛
治
四
年
寄
進
所
領
群
と
し
て
い
る
が
、
竹
原
荘
な
ど

ご
く
一
部
以
外
は
、
管
見
の
限
り
か
か
る
史
料
的
徴
証
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
所
領
群
は
す
べ
て
寿
永
三
年
安
堵
の
四
十
二
ヶ
所
に
含
ま
れ
て
お
り
、

網
野
氏
は
そ
れ
を
誤
解
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
５
） 
長
徳
四
年
（
九
九
八
）、
秋
篠
寺
の
美
作
国
米
を
運
送
中
の
船
が
摂
津
国
武
庫
郡
浜
近
く
で
沈
没
し
、
そ
の
際
に
船
内
雑
物
を
奪
取
・
逃
亡
し
た
水

手
・
秦
末
茂
は
、「
長
渚
浜
不
善
輩
件
字
高
先
生
秦
押
領
使
」
と
共
謀
し
て
備
前
国
鹿
田
荘
居
住
の
梶
取
・
佐
伯
吉
永
の
殺
害
を
企
て
た
（
同
年
二

月
二
十
一
日
「
備
前
国
鹿
田
荘
梶
取
解
」
三
条
家
本
北
山
抄
裏
文
書
、
平
三
七
四
）。
御
厨
成
立
か
ら
百
年
程
さ
か
の
ぼ
る
十
世
紀
末
に
は
、
す
で

に
備
前―

摂
津
間
に
海
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
競
合
を
は
ら
み
つ
つ
多
元
的
に
存
在
し
、
そ
の
ひ
と
つ
は
長
洲
浜
の
頭
目
的
存
在
に
編
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
６
） 

東
大
寺
御
封
官
掌
で
あ
っ
た
盛
信
の
、
年
欠
十
二
月
十
二
日
「
右
官
掌
盛
信
書
状
」（
東
南
院
文
書
二
ノ
二
、
平
四
八
七
五
）
に
は
、

　

猪
名
御
庄
事

　
　

賀
茂
御
厨
住
人
所
作
事

　
　
　

社
司
請
文
令
進
上
勧
修
寺
候
了
、

　
　

国
司
請
文
事

　
　
　

早
可
令
催
進
候
也
、

と
あ
る
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
祐
季
の
申
請
に
か
か
わ
っ
て
御
厨
住
人
の
「
所
作
」
が
問
題
と
な
る
事
態
が
あ
り
、
国
司
と
の
調
整
も
は
か
ら
れ

た
と
読
め
る
可
能
性
が
あ
る
（
も
っ
と
も
、「
住
人
所
作
」
は
「
住
人
の
作
る
所
」
と
読
む
べ
き
可
能
性
や
、「
国
司
請
文
」
は
別
件
に
つ
い
て
で
あ

る
可
能
性
も
あ
る
。）。
ま
た
前
掲
「
東
大
寺
領
荘
園
文
書
目
録
」
に
は
「
承
安
五
年
鴨
社
禰
宜
祐
季
請
文
在
静
寛
書
状

」
と
あ
る
。「
勧
修
寺
」
や
「
静

寛
」
が
寺
家
・
社
家
間
調
整
の
仲
立
ち
と
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
未
考
で
あ
る
。
な
お
こ
の
開
発
地
に
は
当
然
な
が
ら
先
行
研
究
も
触
れ
て
い
る
が
、

本
稿
の
よ
う
な
画
期
と
し
て
の
評
価
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
応
保
二
年
再
立
券
以
降
、
建
保
五
年
の
紛
争
ま
で
の
間
は
、
現
存
史
料
に
拠

る
限
り
目
立
っ
た
紛
争
は
な
く
社
家
・
寺
家
間
は
小
康
状
態
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
平
氏
を
軸
と
す
る
応
保
二
年
の
秩
序
化
が
承
安
五
年
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の
開
発
計
画
を
可
能
と
し
、
そ
の
枠
組
は
鎌
倉
期
初
頭
ま
で
は
保
た
れ
て
い
た
が
、
建
保
五
年
に
は
破
綻
し
そ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
再
確
認
さ
れ

た
も
の
と
考
え
る
。

（
７
） 

能
保
室
に
譲
ら
れ
た
平
家
没
官
領
の
う
ち
、
播
磨
国
の
山
田
領
は
、
国
境
を
接
す
る
摂
津
国
八
部
郡
の
山
田
荘
と
の
混
同
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が

同
時
期
に
連
動
し
て
設
定
さ
れ
た
福
原
荘
と
と
も
に
譲
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
と
も
に
譲
ら
れ
て
い
る
武
庫
御
厨
・
小
松
荘
に
つ
い
て
も
、
同
一

性
格
の
も
の
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
よ
う
。

（
８
） 

仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
以
前
、「
浦
上
庄
」
と
下
賀
茂
社
領
と
の
間
に
堺
相
論
が
お
き
て
い
る
（
同
年
閏
七
月
日
「
鴨
御
祖
社
神
主
等
解
」
陽
明

文
庫
所
蔵
兵
範
記
仁
安
三
年
三
月
巻
裏
文
書
、
平
三
四
三
一
）。
こ
れ
は
播
磨
国
浦
上
荘
・
室
御
厨
間
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
平
氏
に
よ
る
所
領

設
定
・
地
域
編
成
の
渦
中
で
生
じ
た
軋
轢
の
一
端
を
示
す
だ
ろ
う
。

（
９
） 

同
じ
頃
、
対
外
関
係
の
窓
口
た
る
博
多
・
大
宰
府
周
辺
で
は
、
大
山
寺
の
掌
握
を
め
ぐ
る
延
暦
寺
と
の
競
合
に
敗
れ
て
、
石
清
水
宮
は
そ
の
立
場

を
後
退
さ
せ
て
い
く
。
そ
の
一
方
延
暦
寺
は
、
京
都―

琵
琶
湖―

北
陸―

日
本
海―

出
羽
間
の
交
通
体
系
も
掌
握
し
て
、
列
島
各
地
を
む
す
ぶ
交

通
・
交
易
体
系
の
な
か
で
の
存
在
感
を
高
め
て
い
く
〔
渡
邊
二
〇
一
〇
〕。
し
か
し
博
多
と
京
都
と
を
む
す
ぶ
瀬
戸
内
海
交
通
は
石
清
水
宮
や
両
賀

茂
社
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
き
、
そ
こ
に
延
暦
寺
が
入
り
込
む
余
地
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
延
暦
寺
も
、
石
清
水
宮
や
両
賀
茂
社
に
依

存
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
紀
伊
半
島
と
東
国
と
の
あ
い
だ
を
む
す
ぶ
太
平
洋
海
運
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
神
宮
と
熊
野
三
山

と
が
所
領
・
末
社
な
ど
の
展
開
を
と
お
し
て
編
成
を
す
す
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
権
門
の
う
ち
延
暦
寺
と
熊
野
三
山
は
奥
州
藤

原
氏
と
連
携
し
て
、
平
泉
を
媒
介
に
北
方
交
易
・
交
通
を
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
海
海
運
・
太
平
洋
海
運
に
接
続
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
奥
州
藤
原
氏

は
「
神
国
」
思
想
と
距
離
を
と
る
立
場
か
ら
、
伊
勢
・
八
幡
・
賀
茂
を
平
泉
に
勧
請
し
な
か
っ
た
権
力
で
あ
る
。「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
や
大
陸

北
方
に
ま
で
つ
ら
な
る
ア
ジ
ア
海
域
交
通
の
一
環
と
し
て
存
在
し
た
、
日
本
列
島
各
地
を
む
す
ぶ
院
政
期
の
交
通
体
系
の
担
い
手
た
ち
は
、
か
な

り
複
雑
な
相
互
関
係
を
抱
え
て
い
た
。
平
氏
の
西
国
支
配
確
立
か
ら
内
乱
に
い
た
る
過
程
の
背
景
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
問
題
だ
ろ
う
。

（
10
） 〔
島
田
一
九
七
四
〕
は
、「
平
氏
政
権
の
対
宋
貿
易
＝
民
間
貿
易
は
、
十
二
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
国
際
的
条
件
（
こ
れ
を
「
東
ア
ジ
ア
貿
易
体
制
」
と

い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
）
に
規
定
さ
れ
て
成
立
し
、
そ
の
商
業
資
本
的
機
能
を
バ
ネ
と
し
て
、
王
朝
国
家
経
済
体
制
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
奪

う
方
向
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。」
と
い
う
一
文
で
む
す
ば
れ
て
い
る
。
島
田
氏
が
前
提
と
し
た
十
・
十
一
世

紀
の
対
外
関
係
・
交
易
理
解
や
、
王
朝
国
家
経
済
体
制
＝
荘
園
制
を
か
な
り
自
給
自
足
的
な
も
の
と
す
る
理
解
は
、
現
在
の
研
究
水
準
で
は
し
た
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が
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
そ
の
平
氏
政
権
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
一
定
の
再
考
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
基
本
的
視
角
は
、

批
判
的
・
発
展
的
に
継
承
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

引
用
文
献

網
野　

善
彦　

一
九
九
一
年
「
中
世
前
期
の
瀬
戸
内
海
交
通
」『
瀬
戸
内
の
海
人
文
化　

海
と
列
島
文
化
９
』
小
学
館

飯
沼　

賢
司　

二
〇
〇
四
年
『
八
幡
神
と
は
な
に
か
』
角
川
書
店

石
田　

善
人　

一
九
八
九
年
「
中
世
の
加
古
川
」『
加
古
川
市
史
』
第
一
巻

今
井
林
太
郎　

一
九
八
二
年
「
摂
津
国
輪
田
荘
の
一
考
察
」『
大
手
前
女
子
大
学
論
集
』
一
六

岡
田　

荘
司　

一
九
六
八
年
「
中
世
の
賀
茂
別
雷
社
領
」『
神
道
学
』
五
八

小
川　

弘
和　

二
〇
一
二
年
「
院
政
期
の
肥
前
社
会
と
荘
園
制
」『
熊
本
史
学
』
九
五

河
合　

正
治　

一
九
六
七
年
『
瀬
戸
内
海
の
歴
史
』
至
文
堂

久
留
島
典
子　

一
九
九
六
年
「
隅
田
荘
関
係
史
料
の
再
検
討―

隅
田
葛
原
氏
を
中
心
に―

」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
六
九

黒
川　

正
宏　

一
九
五
三
年
「
重
複
的
庄
園
に
お
け
る
人
間
領
有
の
機
能
」『
史
学
研
究
』
五
二

小
島　

鉦
作　

一
九
四
〇
年
「
賀
茂
御
祖
神
社
の
摂
津
長
洲
供
祭
人
の
研
究
」『
神
道
研
究
』
一―

一

　
　
　
　
　
　

一
九
五
二
年
「
荘
園
に
お
け
る
複
合
的
領
有
関
係
の
研
究―

特
に
摂
津
猪
名
長
洲
両
荘
及
び
長
洲
荘
開
発
地
区
の
領
有
形
態―

」『
政
治

経
済
論
叢
』
二―

四

五
味　

文
彦　

一
九
七
九
年
「
平
氏
軍
制
の
諸
段
階
」『
史
学
雑
誌
』
八
八―

八

　
　
　
　
　
　

一
九
九
九
年
『
平
清
盛
』
吉
川
弘
文
館

島
田　

次
郎　

一
九
七
四
年
「
平
氏
政
権
の
対
宋
貿
易
の
歴
史
的
前
提
と
そ
の
展
開―

十
〜
十
二
世
紀
に
お
け
る
国
際
的
契
機
に
つ
い
て―

」
同
『
日

本
中
世
の
領
主
制
と
村
落
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
に
再
録

下
向
井
龍
彦　

一
九
八
九
年
「
石
清
水
八
幡
宮
寺
領
安
芸
国
呉
保
の
成
立
」『
芸
備
地
方
史
研
究
』
一
六
六
・
一
六
七

下
村　

效　
　

一
九
七
二
年
「
賀
茂
御
祖
社
領
土
佐
国
津
野
荘
の
成
立
と
発
展
」
同
『
日
本
中
世
の
法
と
経
済
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
八
年

に
再
録

須
磨　

千
穎　

一
九
七
〇
年
「
中
世
賀
茂
別
雷
神
社
領
の
形
成
過
程
」
同
『
荘
園
の
在
地
構
造
と
経
営
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
に
再
録
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田
中　

文
英　

一
九
九
五
年
「
摂
津
国
」『
講
座
日
本
荘
園
史
』
７
近
畿
地
方
の
荘
園
Ⅱ
、
吉
川
弘
文
館

田
村　

裕　
　

一
九
七
八
年
「
厳
島
社
領
荘
園
の
形
成
と
倉
敷
に
つ
い
て
」
松
岡
久
人
編
『
内
海
地
域
社
会
の
史
的
研
究
』
マ
ツ
ノ
書
店

中
谷　

一
正　

一
九
五
六
年
「
中
世
初
期
に
於
け
る
長
洲
庄
」『
兵
庫
史
学
』
七

中
村　

翼　
　

二
〇
一
〇
年
「
鎌
倉
中
期
に
お
け
る
日
宋
貿
易
の
展
開
と
幕
府
」『
史
学
雑
誌
』
一
一
九―

一
〇

西
岡
虎
之
助　

一
九
三
三
年
「
荘
園
制
に
於
け
る
倉
庫
の
経
営
と
港
湾
の
発
達
と
の
関
係
」
同
『
荘
園
史
の
研
究
』
上
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
に

再
録

西
村　

隆　
　

一
九
八
三
年
「
平
氏
家
人
表
」『
日
本
史
論
叢
』
一
〇

畑
野　

順
子　

二
〇
〇
五
年
「
平
氏
と
安
芸
国
王
家
領
荘
園
成
立
過
程―

知
行
国
制
の
推
移
と
共
に―

」『
史
学
研
究
』
二
五
〇

福
家　

清
司　

一
九
九
七
年
「
吉
野
川
水
運
と
荘
園
の
発
達
〜
石
清
水
八
幡
宮
領
阿
波
国
萱
島
荘
を
中
心
と
し
て
〜
」『
学
会
誌
吉
野
川
』
創
刊
号

　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
四
年
「
吉
野
川
流
域
の
流
通
と
交
通
」
橋
本
久
和
・
市
村
高
男
編
『
中
世
西
日
本
の
流
通
と
交
通　

行
き
交
う
ヒ
ト
と
モ
ノ
』

高
志
書
院

山
内　

譲　
　

一
九
九
一
年
「
瀬
戸
内
水
運
の
興
亡―

島
々
の
役
割
を
中
心
と
し
て―

」
前
掲
『
瀬
戸
内
の
海
人
文
化
』

渡
邊　

誠　
　

二
〇
一
〇
年
「
十
二
世
紀
の
日
宋
貿
易
と
山
門
・
八
幡
・
院
御
厩
」
同
『
平
安
時
代
貿
易
管
理
制
度
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二

年
に
再
録

【
付
記
】

本
稿
入
稿
後
、
前
田
徹
「
播
磨
国
に
お
け
る
寺
社
領
・
摂
関
家
領
荘
園
の
形
成
」（『
史
敏
』
一
〇
、二
〇
一
二
年
）
に
接
し
た
。

播
磨
一
国
規
模
で
の
検
討
の
う
え
で
、
荘
園
分
布
と
水
運
等
交
通
体
系
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
な
ど
、
本
稿
の
論
旨
と
密
接
に
か

か
わ
る
も
の
だ
が
、
本
稿
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
寛
治
四
年
寄
進
の
上
・
下
賀
茂
社
領
の
成
立
過
程
に
つ

い
て
は
、
川
端
新
「
院
政
初
期
の
立
荘
形
態―

寄
進
と
立
荘
の
間―
」（
同
『
荘
園
制
成
立
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
。

初
出
一
九
九
六
年
）
に
よ
る
詳
細
な
検
討
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
上
社
領
の
う
ち
阿
波
国
福
田
荘
が
寛
治
四
年
成
立
で
あ
る
こ

と
。
若
狭
国
宮
河
荘
と
本
文
で
も
言
及
し
た
沿
岸
部
所
領
の
一
つ
・
淡
路
国
生
穂
荘
に
そ
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
両
氏
に
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
読
者
諸
賢
に
は
併
読
を
お
願
い
し
た
い
。
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